
 

 
 

 
シミュレータ機器を活用した高齢者交通安全教室の開催について 

 
 

１ 目的 

  本年9月21日から10日間の日程で実施される「秋の全国交通安全運動」期間

中に高齢者への総合的な交通安全指導として、シミュレータ機器を活用した

交通安全教室を開催し、加齢による身体機能の低下を体感してもらうことに

より、今まで以上の注意を喚起するとともに、同期間中の高齢者の交通事故

防止を図る。 

 

２ 開催日時 

平成 28 年 9 月 26 日(月)午前 10 時 00 分から午前 11 時 30 分 

 

３ 開催場所 

    河北郡内灘町字向粟崎１丁目 420 番地 向粟崎公民館 

                   

４ 主催 

   向粟崎長寿会 

 

５ 共催 

石川県、石川県警察本部、内灘町 

 

６ 参加者 

   内灘町地内の高齢者 約 30 人 

 

７ 実施内容 

(1) 開会挨拶 

ア 向粟崎長寿会会長 鹿島 信弘 

イ 県民文化局県民生活課 担当課長 山﨑 哲朗 

（2） 寸劇を交えた交通安全教室（約 50 分） 

劇題 「おはるさん内灘町へ行く」 

(4) 体験型教室の実施(約 30 分) 

  ・歩行者用シミュレータによる危険予測学習 

  ・サイクルシミュレータによる自転車運転時の危険予測学習 

 ・ドライバー用シミュレータによる危険予測学習  

平成 28 年 9 月 23 日 

県民文化局県民生活課 

担当：山﨑 

外線 ０７６（２２５）１３８７ 

県庁内線 ３８８２ 


